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用 語 集 

●切妻屋根・・・本を開いて伏せたような形をしている屋根。棟から両方向だけに傾 
    斜する平面でできている。わが国で代表的な屋根形式の一つ。２方向

に雨水を流すシンプルな形であり、建築費も安く済むことが多い。 
●囲繞地通行権・・・囲繞地とは公道に面していない袋地を囲む周囲の土地のことを 

いう。囲繞地通行権とは、袋地の土地所有者が公道に出るために

隣接する囲繞地を通行できる権利をいう。但し、囲繞地所有者に

とって最も損害の少ない方法・場所を選ばなければならない。 
●アトリウム・・・元々は、古代ローマ都市の住宅に見られる天窓付き中庭のこと。 

最近では、ホテルやオフィスのロビー、マンションのエントランス

などにある、開放的な吹き抜け空間のことを指す。 
●モジュール・・・基本寸法、基準単位のことを指す。日本建築における「尺」や「間」

もモジュールの一つである。わが国では、木造住宅を建てる時に用

いられるモジュールは「尺モジュール(約 91㎝)」であった。しかし、
現在は１ｍを基本寸法とする「メーターモジュール」が採用されつ

つある。モジュールの語源は、ラテン語のモドゥルス（modulus）。 ★過去１５回にわたり、『今、ナゼ中古住宅・マンションか？』について、掲載させて 
 いただきましたが、いかがでしたでしょうか？少しでも、皆様のご参考になれば幸いと 
思います。 


